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澄んだ秋空のもと、今年も運動会の季節がやってきました。校庭には子供たちの元気なかけ声が響き、どの
顔にも真剣さと期待があふれています。今年度の運動会のスローガンは「絆〜最高の思い出にしよう〜」です。
この児童会が中心となり子供たちが考えた言葉には、仲間とのつながりを大切にしながら、一人ひとりが全力
を出し切り、心に残る一日をつくってほしいという願いが込められています。

「絆」～最高の思い出にしよう～

HPはこちら

『セーフティー教室 （KDDIスマホ・ケータイ安全教室）』
１０/９（木）午前中、KDDIの方を講師として招き、1・２・３・４年生を対象に『スマホ・ケータイ安全教室』を
開きます。保護者も参観自由です。子供たちにとっては、今後の正しい向き合い方や情報モラルを知る
機会として、保護者の方々には、地域ぐるみで子供たちを守る運動のきっかけとなればと考えています。
詳細はお子さんの学年便りをご参照ください。

また、開閉会式や各種の係活動といった運動会の運
営面でも、児童会と6年生が準備・進行を支えてくれま
す。道具の準備、進行のアナウンス、得点の集計など、
表舞台に立つ競技とは別のところでも、多くの子供たち
が真剣に役割を果たしてくれることでしょう。一人ひとり
の頑張りが運動会全体を支え、「全員が主役」となる行
事へとつながっていくと信じています。

運動会は、結果だけでなく、友だちと力を合わせて
取り組む中で得られる喜びや達成感、悔しさを乗り
越える経験など、子供たちにとってかけがえのない
学びの場です。今年の練習では、教師がすべてを
主導するのではなく、ダンスリーダーや実行委員の
児童が中心となって活動を進めました。自分たちで
考え、教え合い、動く姿からは、これまで以上に「自
分たちの運動会をつくるんだ」という強い思いが伝
わってきました。もちろん、練習のなかでは思うよう
にいかず、悩んだり、衝突したりすることもありまし
た。けれども、仲間と意見を出し合い、ときにぶつか
り合いながらも乗り越えていく姿には、大きな成長の
足跡が刻まれています。表現は２学年合同で演技し
ます。練習中に見せた上学年の子供たちが見せた、
下学年への思いやりやリーダーシップは、学校全体
に温かな「絆」をもたらしています。

全校練習 9/29

保護者の皆さま、地域の皆さまには、日頃より本校の教育活動へのご理解とご支援を賜り、心より感謝
申し上げます。子供たちは、皆さまの応援や見守りがあるからこそ、自信を持って挑戦することができます。
運動会本番、ぜひ温かく見守ってください。皆さまの拍手や声援が、子供たちの背中を大きく押してくれる
ことでしょう。運動会が、子供たち一人ひとりにとって忘れられない一日となり、これからの学校生活や人
生の中で大きな力となることを願っています。
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